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目  的 

 奥日光地域の本来の森林下層植生はササ類であったが，近年はシカの食害によりシロヨメナ

やマルバダケブキなどシカの不嗜好性植物に置き換わっている。退行遷移植生地域であるミズ

ナラ-シロヨメナ群落において，シロヨメナに各種の人為的干渉を加えることで上木の天然下種

更新の補助を行い，森林植生回復を誘導する。 

方  法 

１ 調査区における植生調査 

 千手ヶ原，小田代原地区（シロヨメナ優占区）および赤沼地区（ミヤコザサ優占区）に設置

した調査区での植生の経年変化を調査する。  

 調査区は，防鹿柵（シカ柵）で囲いシカによる摂食を防いだ保護区画と，無柵の対照区画か

らなる。両区画にはそれぞれ設定時にシロヨメナを掘り取りした「掘取区」，毎年シロヨメナの

刈り取りを行う「毎年刈区」，設定時のみシロヨメナの刈り取りを行う「1 回刈区」，無処理の

「対照区」を設けた。赤沼地区についてはササの刈り取りを行った「刈取区」と「対照区」の

み。各区において，草本種についてブラウン-ブランケ法による被度の調査と，木本の個体識別

を行い，木本数と草本種数を記録した。  

２ 種子トラップによる調査 

各区に直径 80cm（0.50m2）の種子トラップを設置し，種子供給量の調査を行った。   

結果概要 

１ 調査区における植生調査 

 千手ヶ原調査区では柵内でもマルバダケブキなど不嗜好性植物の優占が続いているが，小田

代原調査区では，柵内に嗜好性植物が優占してきており，柵内で植生が回復していることがう

かがえる(表)。赤沼調査区では柵内外ともミヤコザサの優占が変わらず，木本の更新がみられ

ていない。 

２ 種子トラップによる調査 

平成２１年度はハルニレ，ミズナラが各地区とも不作で，千手ヶ原地区ではウダイカンバが

やや多かった。 
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ｼﾛﾖﾒﾅ 4 ﾐｽﾞ 3 ﾐｽﾞ 3 ｼﾛﾖﾒﾅ 3 ﾐｽﾞ 3 ｾﾝﾄｳｿｳ 3 ﾐｽﾞ 3 ﾐｽﾞ 2 ｾﾝﾄｳｿｳ 1 ｾﾝﾄｳｿｳ 2

ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 2 → ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 2 → ｾﾝﾄｳｿｳ 3 → ﾐｽﾞ 1 → ﾀﾆｿﾊﾞ 3 ﾐｽﾞ 1 → ｾﾝﾄｳｿｳ 2 → ｾﾝﾄｳｿｳ 1 → ｲｹﾏ 1 → ﾐｽﾞ 1
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ｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ 1 ｴﾅｼﾋｺﾞｸｻ 1 ｲﾀﾄﾞﾘ 2 ｷｵﾝ 1 ｷｵﾝ 2 ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 1 ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 1 ｾﾝﾄｳｿｳ 1 ﾐｽﾞ 1
ｴﾅｼﾋｺﾞｸｻ 1 ｲﾀﾄﾞﾘ 1 ｷﾂﾘﾌﾈ 1 ｼﾛﾖﾒﾅ 1 ﾐｽﾞ 2     ｻﾜｷﾞｸ 1 ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ 1 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 1

ｼﾛﾖﾒﾅ ：シロヨメナ

種名 ：不嗜好性植物（高槻　1989,長谷川1994,2000,2008）

種名 ：嗜好性植物（長谷川1994,2000,2008）
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